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ル ド(イ ギ リス)両 大学 を
訪れ るべ く準備 を進 めてい
た私の手元にく大英 図書館
東洋部 日本 コレクシ ョンの
ヘ ッ ドであるユー イン ・ブ
ラウン女史 ほかの講演会 と
ブ ラウン御夫妻 を囲む レセ
プシ ョンの案 内状が届いた。
これ も、ポ ジテ ィブ ・マ イ ク ユ_イ ン.ブ ラウン女史と筆者
ロフイツシュ版 『大 英図書館 大英博物館内円形閲覧室の回廊にて
零いけがみ ・あきひこ/文学部教授/日 本文学
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所蔵 日本古版本集成』(第 一期、紀伊国屋書店 ・本 の友社共同企画)を 本
学図書館に収蔵す るに当たって、私が図書委員の一人 としていささかの関
わ りをもった ことに因 るものと思われ る。その講演は同館所蔵の 日本 コレ
クシ ョンに関す るもので、国語学を専攻す る者 として大いに関心があった
が、一滴の酒 も飲 めずあま り知 らぬ人 と話 しをす るのが得意でない私に
とって レセプシ ョンに出席するのは、気の進まない話 であった。 しか し今
まで影印本で しか触れたことの無い 『天草版平家物語』'(原名は大英図書館
蔵本の背にFEIQEMoNoGATARI、扉 にはFEIQENOMoNoGATARI
とある。以下 『ヘイケ』 と記す。)の 原本 をこの 目で見るためには絶好の
機会、みすみす これ を逃す手は無い と考え、思い切って出席す ることに決
めた。か くて、おずおずと乗 り込んだ レセプシ ョンの席上、紀伊国屋書店
の二俣氏に頼んで本の友社 ロン ドン事務所のルデ ィー ・スメッ ト氏(ベ ル
ギー人で 日本語 は極めて堪能)を 通 じて、多 くの人々と談笑 してお られ る
ブラウシ女史に紹介 してもらった。初対面の挨拶、名刺交換 の後、 「以前
お 目に掛かったことがありますね。」 とい う女史のいささか意外なお言葉
も意に介せず、 「実は私 は十月にロン ドンに参る予定です。その折 りに大
英図書館の 『ヘイケ』を見せていただきたいのですが … 」 と切 り出す と、
女史は優 しい笑みを浮かべ られ、日本語 で 「どうぞ何時で もい らっ しゃい。
二、三 日前までに私に連絡 して くだ され ば見せてあげます よ。」 とこち ら
が拍子抜 けす るくらいあっ さりとお っしゃった。そ して、 「大勢の 日本人
学者が見に来 られ るので、このごろは少 し手垢で汚れてきましたけれ ども
ね。」 と言葉 を継 がれ たので、こちらもつい釣 られて、「では私 は白い手袋
を用意 して参 ります。」とお答え して しまった。やがて宴席 もお開きとな
り、私は 「これで在外研究の楽 しみが一つ増 えた。」とほ くそ笑んで帰路
についた。
こうして一応 『ヘイ ケ』の閲覧許可が 口頭で得 られたものの、その前提
とな る大英図書館 の ライブ ラリー ・カー ドを取得す るまでがなかなか面
倒であった。英文 の身分証明書か ら学長 のサイン入 り紹介状、写真な ど、
私 自身の分だけでなく、通訳のため同行 した家内の分まで必要なものもあ
り、それ等 をすべて揃 えて渡航に関す る一切の手配 を依頼 してあった東急
観光 ロン ドン支店に送 るまでに、多 くの 日数を要 したため、結局、ライブ
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ラ リー ・カー ド取得のための手続 きが うまく行っているのか どうか、確た
る返事を得 られぬままに 日本を出発す る事にな って しまった。
(二)
八月一 日に 日本 を発ってか ら、約二ヶ月間にわたるス トソクホル ム、 リ
ンシェー ピン両大学での調査を経て、十月初旬に第三の 目的地であるシェ
フィール ドに到着 した。その翌 日、東急観光 ロン ドン支店の大町氏か ら電
話で、ブラウン女史には話 を通 してあるので直接お 目に掛かってお願いす
るように との連絡があった。 シェフィール ド大学での調査の合間を縫って
ブラウン女史 と電話連絡の結果、本来な らばかな りの 日数を要するライブ
ラ リー ・カリ ドを、女史のご配慮で、ロン ドンに行ってか らお 目に掛か っ
た上で、即 日発効 して頂けること、大英図書館は専用の建物 を博物館とは
別の場所に建築 中であるこ と、女史の常駐 してお られる東洋部(正 式名
称はOrien七andIndiaOfficeCollection)は また別の ビル(Orbi七House,
BlackfriarsRoadと ・UnionStree七 の交差点北側)に 仮住居 中であること、
な どがはっき りして、漸 く一安心することがで きた。
ロン ドンに移 って数 日経 た女史 とのお約束の当日、万が一にも定刻に遅
れないよ うにと思 って、時間の余裕 を見てホテルを出、タクシーでqrea七
RusselStreetの 大英博物館に向かった。意外 に早 く博物館に着 いてみ る
と、まだ開館 までにかな り時間があるのに既 に大勢の人が詰掛 けてお り、
折か ら開催 中の 中国に関す る特別展示の入場券売 り場には長 い行列がで
きてい るのには驚いた。開館時間になって、ブラウン女史に指示 された正
面玄関内のイ ンフォメーション ・デスク横 で待つ ことしばし、中年の金髪
女性 が声 を掛 けて来て、 「今ブ ラウンさんか ら電話 があって、お宅で急用
ができて一時間ほど遅れ るそ うです。それまで 「中国展」でもご覧になっ
ていてく'ださい。」 と、展示場に案内 して くださった。私たちは 「これぞ
勿怪の幸い」 とゆつぐり展示を見物 して元の場所に帰った。やがて、 日本
でお 目に掛かって見覚えのあるブラウン女史が来 られて、まず館 内の職員
食堂に案内 して くだ さった。昼食の後、女史御 自ら私の分だけでなく家内
の分まで リサーチング ・アシスタン トの身分でアプ リケーシ ョン ・フォー
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ムな どの必要書類を整えた上、担当部署 まで案内 してくださった。ここで
「では私は用事があ りますので、 これで失礼いた します。」と帰 られた後、
写真 を撮 るな どして漸 く憧れの ライブラ リー ・カー ドを手に した時には、
二人 ともすっか りくたびれて しまった。話 は前後するが、先刻女史の 「と
ころで貴方の見たい本 をリス トア ップ して下 さい。」とのお言葉 に、少 し
も憶せず 『ヘイケ』を第一 に挙 げた ところ、 「あ 、この 『ヘイケ』は今博
物館の方で一般展示 中ですからお見せで きません。ほかの本だけで我慢 し
て くだ さい。」 と言われた時の失望が、この疲労の遠因になっていたのか
も知れない。 しか し、まだ閉館 までには時間がある し、せっかく来たのだ
か らと元気 を出 して、問題の 『ヘイケ』のほか有名な ロゼ ッタ ・ス トー ン
や数 々の ミイ ラな ど目ぼ しい展示品を見物 してホテル に帰 り着いた時は、
文字通 りへ とへ とになっていた。
翌朝十時、閲覧許可のあった書物 を見るために東洋部を訪れた。 この時
はブラウン女史が御多忙のため、係員の人達 との会話には、"リ サーチン
グ ・アシスタン ト"の ほかに、たまたま同部 に来ていた親切な英国人研究
者 の助けを借 りなければな らなかった。館内の特別閲覧室でゆっくり本 を
見た後で女史のお部屋 に伺い、イギ リス入国以来の数々の御親切にお礼を
申し上げ しば らく閑談 した。その時女史は、私の言葉の端々に肝心の 『ヘ
イケ』を見 られ なかった無念 さを感 じ取って くだ さったのか、 「そんなに
『ヘイケ』 が見たいのですか。」 と聞かれ規 私が即座 に 「もちろんです。
あれ を見せ て頂 くためにロン ドンに来 たのですか ら。」 とお答えすると、
しば らく考 えられて、 「では私が何 とか して上げま しょう。二、三 日前ま.
でに言 って くだ されば見せて上 げます よ。」 とお っしゃった。す っか り諦
めていた 『ヘイケ』閲覧が叶 うことになって大喜び したが、ロン ドン滞在
ヰ のスケジュールが既にかな り詰 まっていたので、直ぐに 日時を決 めるわ
けに も行かず,た だ厚 く御礼を申し上げなるべ く早 くお返事す ることに し
て、お部屋 を辞去 した。ホテル に帰着後、早速家内 とも相談 し電話 も竹本
か掛けるな どして 日程 を調整 し、女史にお願い して漸 く閲覧できる 日時 も
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1_i書 閲覧室の指定 された席 で
その 当日、勇んで朝か ら
1大 英博物館 へ出かけた。 幾
{つ かの関門を通って潰 重
眠W$NO・CgMP細 田4NO{待 っ て い る と、や が て係 員
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0叩1鵬P"M'D'L器x肌iく れ た
。や お ら用 意 の 白手
'袋 を隔てて 『ヘイケ』 を手
に したその感激は、 うまく言 い表せ ないほどのものだ った0
まず驚いたのは、皮表紙のつやつや した感 じと"手 垢 の汚れ"な どほ と
んど目立たないページの奇麗 きだ。演習のテキス トとして しょっちゅう手
に している 『ヘイケ』(影 印本)と 、今初 めて手に している 『ヘイ ケ』(現
物)で は、名前 は同 じで も、手に感 じる質感 ・量感 は全 く比べ物 にな らな
い。感激の涙にむせぶ と言えば月並みで大袈裟になって しま うが、影印本
に付 された解題 の言葉 にもあるように、"日 本における苛烈なキ リシタン
迫害の中からこの一本が よくぞ残 って くれた"と い う感 を深 くする。
たっぷ り時間を掛けて 『ヘイケ』の手触 りを楽 しんだ後で、帰 りがけに、
先 日訪れた折に確かめてあった 日本古典文学の展示室に立ち寄ってみた。
本来な らページを開いた 『ヘイケ』が並苓'られている筈のガラスケースの
中に、Temporarilyremovedと 書いたカー ドがぽつん と置いてあった。 こ
れ を 目に して私は、未だ覚めや らぬ感激 と興奮の中に も、 「今 日この 『へ
一188一






C…yd蜘1輔p・ ・nn・ 瞬 ・・y臨 ・恋摩IQuEMoNoGATARP脚
…M…1・sScot・ ・興 亡。・E… 卜・1・Llわ 二 ・ぷ く隷}・ は1自操 の 艶・。。とi・
P…F・b・ ・1・U・・蜘 ・… し… しXl㎝lb・ 解 ・・1'o・ ふ 。、、。,、。と、M。,alesS。n、 。騨
5興cuxa亡aGε ロOn鵬310らDudailnC`uiUO`alnom邑vomo
・。m。 燗 ・…U呂 一i・ ・miン ・・1…i>・d・m・ 、… と・Eu「.paの 恥oP.noFabul磁
ゆ ㎎ ・bω瞬1・ ω ・・脚1"・ ～己眼 ン・・、・・…1ゆ 叫 附 ものなり・ しかればrれ らの儲 は
me3`u【cIauo【"S"yuρxomo【ugh川Llli協qu⊂o`ou2,G6tioにて、その題目もさのみ重々しか
LGClel三amv6hcm¢2zuraxl`araz川1呂uigla5i・C瓢u賜`らざる儀なりと見ゆるといへ ども、かつ
m巳 ・C・qi・bgi・・m・u・、Dβ・・鳴 ・F6・6・・… 。・6… らは・と4古 のため、カリ ら}ま世の徳
・i・・b・ α 一 ・・・… 凶 ・・i・i・欺 … 眺 ・・puCol。 た。、.れ 、。類。勤 。板。開 、.
lei・ ・ll・atei…m・d・ 自1"幽 し艸9'o鵬cc「c`書
、。、恥 。1。、。、。。、、。珍.か らざる
畢=OSU1賦 ～覧鵬lad亀m亭VO`aI自1嚇aにo随OCOCO江 鳳cm
認 識 濫器膿:識ll瓢鷲畿 纒甥灘:獅
5・・i【elanai6・aqkC「7・ ・af・n【・、.価m鄭G【 抑m。 ・ 願 ふ に あ り・ しか れ ばC・ll・gi・i・ お い
/t・・噺..Am・q・h・iや1・ ・E・ ・… ㎏dl6・3」 ・RI・hlて 今まで板に開きたるき薩うは ・れ らの
・i・。・…Y・ 島 回1噌 ・臨 ・・… 吋 ・1,,5・ 儀つ、・て 定めおか るる法度の心あて}。












この大英図書館所蔵 の一本 は十六世紀末 に日本 に滞在 してキ リス ト教
の布教に従事 したポル トガル人宣教師たちによって、日本語教科書 として
天草で刊行 された ものであるが、実は今回紹介 した 『ヘイケ』(1ペ ージ
～408ペ ージ)の ほかに、我々が子供の ころに親 しんだあのイ ソップ物語を
和訳 した 『天草版伊曽保物語』(409ペ ージ～506ペ ージ、原名ESOPONO
FABVLAS、 略名 『イ ンポ』)と 漢籍な どか ら金言名句を収めた 『天草版金
句集』(507ペ ージ～544ペ ージ、原名QINCvxv)な どと合織 した皮装雁
皮紙刷 りオクタボ版の小冊である。『ヘイケ』その ものの刊年は、その扉
の最下行の表記に より一五九二年 と解 されるが、合綴本総序には1593年
と明記 されている。また、このペー ジの余 白には大英博物館の所蔵印が押
されている。序文 ・本文 ともに、ポル トガル語式 ローマ字綴 りに よる当時
の 口語体で書かれてお り、扉の記述の中にNIFON・FOSSVRV・FITO・
FEIQE・fanの ようにハ行子音 にFを 用いた例 が見 られるが、これは当時
のハ行者の音価を推定する有力 な材料 となるもの として甚だ興味深い。ま
た本文に入 ると、jicocu(時 刻)とgigocu(地 獄)、suzuri(硯)、tguzzumi
(鼓)の よ うに、ジ、ヂ、ズ、ヅの"四 つ仮名"を 見事に書き分けてい るが、
これは 日本人の書いた狂言台本などでは 「じゃ」(断 定の助動詞で 「ぢゃ」
が正 しい)「 ぢや くはい」(若 輩、 「じゃ くはい1が 正 しい)の よ うは仮名
遣いの商違いがかな り見 られ るのと比べて注 目され る。この他 にも種々の
点で室町時代末期、江戸時代初期の話言葉 の実態 を探 る上での極 めて貴重
な資料 と言 えるのである。
なお 『ヘイケ』な どについて もっと詳 しく知 り度い方は次の書籍を参照
されたい。
『国語学研 究辞典』 佐藤喜代治編 明治書院
『天草版平家物語』 福島邦道解説 勉誠社
『ハ ビアン抄キ リシタン版 平家物語』 亀井高孝 ・坂田雪子 吉川弘文館
『天草版伊曽保物語』 福島邦道解説 勉講社
『天草版伊 曽保物語』 井上章 風間書房
『天草版伊 曽保物語の研究』 井上 章 風 聞書房
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